
小学校・第５学年・算数科・円グラフや帯グラフ

資料をもとに、目的に応じたグラフを選択し、特徴などを考えることができる。

表計算ソフトを活用することで、多様なグラフを繰り返し作成することができるほか、 資料を共有することで、他者の考
えから学びを深めることができる。

事例の概要

ICT活用のポイント

育成を目指す資質・能力 北海道提供

【導入】 問題及び課題の確認
児童が、学習支援ソフトにアクセスし、「好きな
スポーツ調べ」に関する表計算ソフトの内容から
どのようなことを読み取れるか考える。

【終末】 本時の振り返り

児童が、学習支援ソフトを活用して本時の
まとめや、分かったことを入力する。

グラフの作成及び交流【展開】



【事例におけるICT活用の場面】

【活用したソフトや機能】 表計算ソフト、学習支援ソフト

小学校・第５学年・算数科・円グラフや帯グラフ

○ 学習過程と事例におけるICT活用の場面との関係
・児童の好きなスポーツについて、整理したデータの特徴や傾向を
考える過程で、的確に特徴や傾向を読み取ることができるよう、
児童が表計算ソフトを活用して、目的に応じたグラフを作成する
場面を位置付けるとともに、本時の振り返りにおいて、児童一人
一人の学びの状況を把握するために学習支援ソフトを活用した
振り返りの場面を位置付ける。

○ ICTを効果的に活用するためのポイント
・「好きなスポーツ調べ」の表について、特徴や傾向を読み取る場
面を位置付け、グラフを作成するよさを実感させる。
・児童一人一人が分析する時間を確保する。
・必要なデータを入力した表計算ソフトを活用し、同じ目的でグラ
フを作成した児童でグループを構成し、グラフの特徴や傾向を説
明し合い、目的に合ったグラフを選択させる。

○ 児童生徒や教師にとってのICT活用のメリット
・児童は、時間をかけずに表やグラフを作成することができ、表やグ
ラフを活用して調査結果を考察する時間を生み出すことができ
る。
・教師は、教材準備の時間を短縮することができ、授業の展開を
考える時間を確保することができる。

各クラスで人気のある
スポーツは何か

学年で１番人気のある
スポーツは何か


